





中世、近世漢文学にいたるまで当該の研究者には周知されているはずである。これまで多くの研究者が来訪、調査をしてきたとおぼしいが、いまだ蔵書目録がないため 、外部の方々はいうま もなく、大学内部の職員ですら十全活用できる状態に なかった
稿者が実践女子大学に赴任して間もなく、常磐松文庫の
方の調査整理 声がかかったものの、さまざ な事情があって、ひと夏の作業だけで頓挫 た。のち、物語部を中心とする小規模な黒川文庫を優先して整理をすすめ、かろうじて『黒川文庫目録〔新版〕 』 （実践女子大 文芸資料研
究所、二〇一一年三月刊）を公刊し、まだまだ十分ではないとはいえ、一定程度の専門的な需要には応えられるようになった。順番からいえば次は山岸文庫である。しかし、その前に整理しておきたい問題があった。
山岸文庫本のすべてではないが、かなりの書冊に山岸博


























































































































あり、主要伝本を新写することによって収集した作品は中古中世の文学に集中している。目につくところだけでも、『源氏物語』 『住吉物語』 『小夜衣』 『松浦宮物語』 『海人
の刈藻』などの物語類
『源氏釈』 『狭衣下紐』などの注釈『蜻蛉日記』 『たまきはる』 『とはずがたり』 『枕草子』な
どの日記類







ざまな書き込み いうべきであろう。それらは、 山岸の 「生活」と「研究」をあざやかに顕現する資料として 読み解かれなければなるまい。
たとえば、 桃園文庫本の現写本 （請求番号
　
























































































という細字のメモがある（ 〔写真２〕参照） 。伝本調査の基本としての書誌の記載は当然としても、その書本との出会い、 その後の情報などの記述を盛り込んでおり、 そこには、周到にして粘り強くあとを追いつづける山岸の姿勢を示して余すところがない。
桃園文庫本も山岸文庫本も、いずれかが優るという問題








いわゆる「中世王朝物語」では、研究者層はいたって手薄にならざるをえない。そのなか も『いはでしのぶ』は、現在でも特定の研究者しか発言していな 作品である。それもそのはずで、議論の基盤である本文や注釈がほとんどおおやけにされていないことが障害と あるからだ。稿者も専門外ながら、小木喬『いはでしのぶ物語
　
本文と研























































































に京大本を書写しただけでなく、 その後も『いはでしのぶ』への関心は持続し、昭和二五年（一九五〇）に京都を再訪した山岸は、一〇月二五日（水） ・二九日（日）の両日をかけて書本とつきあわせ校訂した。さらに翌年書陵部に赴いた際 『打聞記』 という通秀の日記の文明 五年 （一四八三）の八月一六日条に『いはでしのぶ』 「三巻」の記録を見つけた、というのである。
戦争を挟んでの混乱の二〇年余000000
の間、さまざまな書籍を

















































略称する）は、京大甲本に拠りながらも三条西家本を校合してあるので、 やや煩雑な表記に っているが、 『物語集成』と同一の底本であるため、 右の一節はほとんど差異がない。
このあたりを山岸の現写本に拠ってみてみる 、 〔写真
５〕のようになっている。






























８行末「とけからぬ」にも傍線を施して「けしからぬ」と鉛筆書きする。 「とけ の字体が分明でなく、 「け」に重ね書きがあるための校訂案であろう。
二〇オモテの１行目末の「なから（？）なをえ留つゐて
に」のすぐ右側に「なからな かゝ留つゐてに」と これも鉛筆書き。この他にも２行目 た＊＊御け＊＊き」に対する頭書 「た留御けし記」 、 ７行末 「心を る」 に対する 心ことなる」 （ 「こと」は合字）など、いずれも現写本本文の不通の箇所に校訂を施した書き入れであった。
こうした書き入れは、現写本を「読めるテキスト」にす













②「解題」 （桂宮本叢書・第一五巻 とはずがたり 養
徳社、一九五〇年三月刊、所収）
































 冊……巻一 ・ 二所収。巻一＝四九丁、巻二＝四四丁。
▼中











































































































































































































母を複写したものであることがわかるはずである。この見開きは、 本来であれば他の用途はないはずでは のだが、本日記の主要人物 る後深草院・亀山院の系譜、年号が備忘的に記されている。





がし大納言／の女云云トアリ」 と作者の名が記されている。しかもさらに、そ 丁裏の上部に糊付けした薄紙を付し、作者の愛人「雪の曙」すなわち西園寺実兼の系譜が記されている（ 〔写真９〕 ） 。これらを使えば、そのまま作品の登場人物の概要がつかめてしまう、という体の資料である。〔写真
10〕は、 〔写真８ ・ ９〕につづく二丁ウラ～三オモ


























にかさねてはきじ人しれずおもひそめてし夜は さごろも」 （岩波古典大系、五二頁）を典拠と考えた であ う。また、最終行末「三日法皇 」に対して「法皇
　
後嵯峨」

































 山岸徳平著作集Ⅲ『物語随筆文学研究』 （有精堂、一九七二年二月刊） 。
（８）
 田中登「 『とはずがたり』の新出古写断簡」 （ 『汲古』第四三号、二〇〇三年六月） 。
（９）
 山岸徳平、前掲②稿、桂宮本叢書解題。著作集「 「とずがたり」に就いて」 三 九頁。
（
10） 久保田淳校注、新編日本古典文学全 『建礼門院右京大夫集・とはずがたり』 （小学館 一九 九年一二月刊） 、一九七頁。
（よこい
　
たかし・実践女子大学教授）
【写真 11】山岸文庫蔵『とはずがたり』
下冊の奥・巻５識語
